
10 CHEMOTHERAPY JAN . 1972

Vistamycinに 関 す る 薬 理 学 的 研 究

荒 谷 春 恵 ・山 中 康 光 ・河 野 静 子 ・大 西 黎 子

広島大学医学部薬理学教室

(主任:竹 屋範英)

I. は じ め に

SHOMURAお よ びNIIDAら1～2)に よ り発 見 され たSt-

reptomyces ribosidificusの 生産 す る新aminoglycoside系 抗

生 物 質Vistamycin (O - β - D - ribofuranosyl - (1→5) - O - [α

-2 , 6-diamino-2, 6-dideoxy-D-glucopyranosyl - (1→4)]

-2-deoxy streptamine)は , 分 子 式C17H34N4O10で,遊 離

塩 基 お よび そ の 硫 酸 塩 は 水 に よ く溶 け るが,ほ と ん どの

有 機 溶 媒 に 難 溶 で あ り,そ れ は,水 溶 液 お よ び生 理 食 塩

液 中 で極 め て安 定 で あ る。 そ の 抗 菌 作 用 は,グ ラ ム陽 性

・陰 性 の広 領 域 の 細 菌 群 に 対 して み られ,い つ ぼ う,カ

ビや 酵 母 類 に は 発 育 阻 止 作 用 が み られ な い 。

先 に,教 室 の 大下3)はaminoglycoside系 抗 生 物 質 であ

るkanamycinの 一 般 薬 理 作用 を 検 討 し,治 療 量 あ るい

は そ れ 以上 の量 の応 用 に よつ て も認 む べ き 作 用 は な い

が,高 濃 度 あ る い は 大 量 で は 抗histamine作 用 が あ る と

述 べ,続 い て教 室 の荒 谷 ら4)は, aminodeoxykanamycin

の 一 般 薬 理 作 用 を 検 討 し,低 濃 度 で はcholine様 作 用 が

あ るが,高 濃 度 あ る い は 大 量 で は 腸 運 動 抑 制 (抗hista-

mine, 抗barium)作 用 を 示 す と報 告 した 。 明 治 製 菓 の

研 究 陣5)に よる とVistamycinの マ ウス に 対 す る急 性 毒

性(LD50)は,静 派 注 射 で は225mgIkgで あ り,一 般 薬

理 作 用 に つ い ては 特 異 的 な 作用 は 認 め られ て い な い 。

著 者 らは,Vistamycin (VSMと 略 す) 入 手 の 機 会 を

得 た の で,そ の一 般 薬 理 作 用 を 調 べ,合 わ せ てkanamy-

cin3), aminodeoxykanamycin4), gentamicin6), amino-

sidine7)な らび にstreptomycinな どのaminoglycoside

系 抗 生 物 質 と の比 較 を試 み た。

II. 実 験材 料 お よ び 実 験 方 法

1. 実 験 動物:体 重300g前 後 の雄 性 モル モ ッ ト,体

重259前 後 の トノサ マ ガ エ ル(実 験 期 間7月 ～9月),

お よび2kg前 後 の雄 性 ウサ ギ を用 い た。

2. ウサ ギ呼 吸,血 圧 につ い て の実 験:Urethane1.5

g/kgの 背 部 皮下 注 射 に よ り麻 酔 した ウサ ギを 用 い,頸

動 脈 血 圧 お よび 呼 吸 運 動 を そ れ ぞ れ 水 銀 血 圧 計 お よび 気

管 カ ニ ュー レ ・タ ン ブー ル に よ り煤 紙 上 に 描 記 した。 薬

物 は全 量 を2ml以 内 と して 耳 静 脈 よ り 徐 々 に投 与 し

た。

3. 心 電 図 につ い ての 実験:背 位 に固 定 した 無 麻 酔 ウ

サ ギ に つ い て,日 本 光 電 製 心電 計(MC-11型)を 用 い4

肢 第II誘 導 を記 録 した。 薬物 は耳 静 脈 よ り全 量2ml以

内 と して 徐 々に投 与 した 。

4. 摘 出心 臓 につ い て の 実験 : 摘 出 モ ル モ ッ ト心 房 標

本 は95%O2, 5%CO2の 混合 気 を 通 気 したTyrode

液 中 に 懸垂 し,摘 出 カエ ル心 臓 で は 塩 谷 三 法8)に よ り空

気 を通 気 したRinger液 を灌 流 し,そ れ ぞれ 自動 運 動 を

煤 紙 上 に描 記 した。

5. 血 管 につ い て の 実験 : 摘 出 ウサ ギ耳 血 管 をKRAW-

KOW-PISSEMSKI法9)に よ り灌 流 し,灌 流 液 の1分 間 流 出

滴 数 を測 定 した。 薬 物 は0.5mlのBocke液 に 溶 解 し,

動 脈 に挿 入 した カ ニ ュー レに近 い ゴム 管 内 に 過 剰 の 圧 を

加 え な い よ うに留 意 して 注 入 した。 ウサ ギ 皮 膚 血 管 透 過

性 は 迫 田10)の 方 法 に した が い,実 験 前 日エ パ ク リー ムを

塗 布 して除 毛 した ウサ ギ腹 部 に0.1mlに 溶 解 した 薬 液

を 皮 内注 射 し,そ の直 後 に1%trypan-blue A 4ml/kg

を 耳 静 脈 よ り注 射 し,皮 内注 射 部位 の 色素 透 過 状 態 を 迫

田 の基 準 に したが い 肉眼 的 に 観 察 判定 した。

6. 摘 出腸 管 につ いて の実 験:ウ サ ギ お よび モ ル モ ッ

トを 放 血 致 死 させ,回 盲 部 近 位 の 回腸 片 を摘 出 し,ウ サ

ギ腸 管 は37℃,モ ル モ ッ ト腸 管 は30℃ のTyrode液

中 に 懸 垂 し,MAGNus法11)に よ り自動 運 動 を 描 記 した。

7. 供 試 薬 物 : Vistamycin(VSM)(明 治 製 菓),acetyl-

choline chloride (ACh) (第一 製 薬), adrenaline hydro-

chloride (Ad) (三共 製 薬), histamine dihydrochloride

(Hist) (和 光 純 薬), barium chloride (Ba) (石 津 製 薬),

atropine sulfate (At) (和 光純 薬) お よびurethane (和光

純 薬) を そ れ ぞれ 要 に臨 ん で栄 養 液 に 溶 解 して実 験 した 。

III. 実 験 成 績

1. 呼 吸, 血 圧 に 対 す る作 用

Urethane麻 酔 ウサ ギ の 呼 吸,血 圧 に対 す るVSMの

作 用 を調 べ,さ ら に,Adお よびAChの 血 圧 作 用 に及

ぼ すVSMの 影 響 に つ い て も検 討 した 。

a. 呼 吸,血 圧 に 対 す るVSMの 作 用

VSM1～40mg/kgを 耳 静 脈 内 に注 射 す る と,血 圧 に
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はほ とん ど変化は認 められ なかつ た(図1)。80mg/kgで

はわずかな血圧下降(6mmHg)が み られたが,5分 以

内に回復 した。 血圧下降作用 はatropine 1mg/kg静 注

後 も対照時 と同様に現われた。

呼吸はいずれの例で も影響を受けなかつた。

b. Adお よびAChの 血圧作用に対す るVSMの

影響

Ad 5mcg/kgを 静注す ると血圧は24mmHg上 昇 し

た。VSM40mg/kg静 注7分 後同量 のAdを 静注す る

と血圧 は対照時 とほぼ同様 に26mmHg上 昇 した(図

2)。

ACh l mcg/kgを 静注す ると血圧は34mmHg下 降

し,VSM40mg/kg前 処置後同量のAChを 注射す る

と血圧は32mmHg下 降 した。

以上 の ように,VSMは ウサ ギの呼 吸,血 圧 に対 して

著明な作用 は示 さず,Adお よびAChに 対 す る感受性

に も影響を与えない。

2. ウサギ心電図 に対す る作用

VSM静 注時 の ウサギ心電 図(4肢 第II誘 導)は,1～

100mg/kgの 投与で,い ずれの場合に も波形お よびR-

R間 隔にはほ とん ど変化を示 さなかつた(図3)。

3, 摘出心臓に対する作用

VSMの 心 臓作 用 を モ ル モ ッ ト摘 出 心 房 標 本 お よび カ

エ ル摘 出心 臓 につ い て検 討 した 。

1) モ ル モ ッ ト摘 出 心房 標 本 に 対 す る作 用

VSM 10-7～10-4g/mlを 栄 養 液 中 に応 用 す る と,モ ル

モ ツ ト摘 出 心房 の 自動 運 動(振 幅 な らび に 拍 動 数)に 変

化 は なか つ た。10-39/m1応 用 例 で は 振 幅 は しだ い に減

少 した が,拍 動 数 は ほ とん ど変 化 を 示 さな か つ た 。 これ

はTyrode液 で 洗滌 す る と しだ い に 回 復 した(図4)。

2) カエ ル摘 出 心 臓 に 対 す る作 用

a) VSMの 単 独 作 用

VSMを 灌 流Ringer液 中 に応 用 す る と,10-7～10-5

g/mlで は カエ ル 摘 出 心 臓 の 自動 運 動(振 幅 な ら び に 拍動

数)に 変化 は な かつ た 。5×10-5～5×10-49/mi応 用 例 で

は振 幅 は 減 少 した が,拍 動 数 は変 化 しな かつ た 。VSMの

心 運 動 抑 制 作 用 は 濃 度 に ほ ぼ 比 例 して 増 強 し,10-3g/ml

で は 拡 張位 停 止 を 起 こ した。 こ の心 運動 抑 制 はRinger

液 の 再 灌 流 に よ り しだ い に回 復 した(図5)。

b) Atropine前 処置 後 のVSMの 作 用

10-5g/mlの 濃 度 のatropineをRinger液 中 に 加 え た

後VSMを 応 用 す る とVSM5 × 10-49/mlの 濃 度 で 振

幅 減 少 が 現 わ れ た が, 振 幅減 少 度 は, VSM単 独 応 用 時

に くらべ 減 弱 した 。10-3g/ml応 用 で は 著 明 な 心 運 動 抑 制

が み られ た が,VSM単 独応 用 時 に み られ た 自動 運 動 停

止 は 起 こ らな か つ た(図6)。

以 上 の よ うに, VSMは100mg/kgの 大 量 で も ウサ ギ

心 電 図 に 対 して は 全 く影 響 を 与 え な か つ た が,モ ル モ ツ

Fig. 1 Effect of Vistamycin on respiration and blood 

pressure of the rabbit.

Fig. 2 Effect of Vistamycin on the sensitivity to 

adrenaline and acetylcholine.

Fig. 3 Effect of Vistamycin on the ECG (lead II ) 
of the rabbit.

Fig. 4 Effect of Vistamycin on the isolated atrium 

of the guinea-pig.
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トお よび カエルの摘 出心臓 に対 してはそれ ぞれ10-3g/ml

および5×10-5g/mlの 濃度 で心運動抑制作 用 を示 し,

作用は,濃 度にほぼ比例 して増強 した。 また,atropine

と併用す る と,VSMの 心 運動抑 制作用 は や や減 弱 し

た。

4. 血管作用

ウサギ耳血管灌流量 お よび皮膚血 管透過性 に 対 す る

VSMの 作用を調べ た。

1) ウサギ耳血管 灌流量 に対す る作用

ウサギ耳血 管灌流 液中に10-6～10-39/mlの 濃 度 の

VSMを 応 用す る と灌 流流 出滴数は変化せ ず対照 時 と同

じく60滴/分 で あつた。10-2g/mlの 濃度 では61,5滴/

分,10-1g/mlで は66.5滴/分 とな り,き わめて軽度 の

灌流量増 加を起 こした(図7)。 いずれ も薬物応 用2分 後

に最大値 を示 し,そ の後時 間の経過 とともに回復 し,5

～8分 後 に は 対照 値 に復 した(図8)。

2) ウサ ギ 皮膚 血 管 透過 性 に 対す る作 用

VSM 10-5～10-2g/mlのLocke溶 解 液0.1mlを ウ

サ ギ腹 部 に 皮 内 注射 し,色 素透 過 性 を 調 べ た。

対 照 と したLocke液 注 射 で は30分 後 の 色 素 透 過 度

は 士(丘 疹 中 に 班点 状 に1～3ヵ 所 色素 沈 着 して い る)

で あ つ た の に 対 し て,VSM 10-5g/ml注 射 で は±,

10-3g/m1注 射 で は+(丘 疹 の約1/3色 素 沈 着 して い

る),10-3g/ml注 射 で は 昔(丘 疹 の 約2/3色 素 沈 着 して

い る)お よび10-2g/ml注 射 で は 粁 ～ 卅(丘 疹 の 約2/3

～5/6色 素 沈 着 して い る)で あ り,血 管 透 過 性 亢 進 が み

られ た 。 色 素 透過 開始 時 問 は 対 照 で は10～15分 で あっ

た が,VSM 10-5g/ml注 射 で は10～15分,10-49/mlお

よび10-3g/ml注 射 では2～3分,10-2g/ml注 射 で は2

分 で,濃 度 と共 に 色 素透 過 開 始 時 問 もは や くな つ た(図
5

9)。 しか し,比 較 の た めに 同 時 に 注 射 したACh(10-5

glml)お よ びHist(10-6,10-59/ml)の 血 管 透 過性 亢 進

作 用 と く らべ る とVSMの の透 過 性亢 進作 用 は あ き らか

に 軽 度 で あ つ た。

以上の よ うに,VSMは 耳血管 に対 しては弱い拡張作

用を有 し,高 濃度では血 管透過性亢進作用 も示 した。

Fig. 5 Effect of Vismtaycin on the isolated frog 

heart.

Fig. 6 Effect of Vistamycin on the isolated frog 

heart pretreated with atropine.

Fig. 7 Effect of Vistamycin on perfusion flow of the 

rabbit ear vessels.

Fig. 8 Effect of Vistamycin on perfusion flow of the 

rabbit ear vessels.
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5. 腸管に対する作用

VSM腸 管に対す る作用 をウサギお よびモルモ ッ トの

摘出腸管について調べた。

1) ウサギ摘 出腸管 に対す る作用

a) VSM単 独作用

vSM 10-7～10-4g/mlを 応用す る とウサギ摘 出腸管 の

収縮(振 幅な らびに収 縮回数)に 変化 はみ られなかつ た。

5×10-4g/mlの 応 用では振 幅は しだいに縮 少 し,2×10-3

g/mlお よび5×10-39/m1で は振 幅 の 縮少 と共 に あ き ら

か な 筋緊 張 低下 が み られ た 。 こ のVSMに よ る腸 運 動 抑

制 はTyrode液 洗 滌 で も とに 復 した(図10)。

b) ACh, Ad, histamineお よ び Вaの 腸 管 作用

に 及 ぼ すVSMの 影 響

ウサ ギ摘 出 腸 管 に つ い て, VSM2 × 10-4～2 × 10-39/ml

前 処 置 後 のACh (10-9～10-7g/ml), Ad (2 × 10-6g/ml),

histamine (10-79/ml) お よびBa (5×10-5～10-59/ml)

の 腸 運 動 に 対 す る作 用 を 調 べ た 。

ACh : VSM 2 × 10-3g/ml前 処 置 後ACh10-9g/mlを

応 用 す る と腸 運 動 お よ び緊 張 は まつ た く変 化 し な か つ

た 。ACh2 × 10-9g/mlで は わ ず か な腸 運 動 興 奮 を起 こ し

た(図ll)。 逆 にACh10-7 ～ 10-69/ml前 処 置 後VSM

2×10-3g/mlを 応 用 す る とVSMは 単 独 応 用 時 と同程 度

の 腸 運 動 抑 制 を 起 こ した(図12)。

以 上 の よ うに,VSMは 低 濃 度 のAChの 腸 管 収 縮作

用 に は 拮 抗 作 用 を 示 した が, 高 濃 度 のACh (2×10-9g/

ml)に 対 す る拮 抗 は不 完 全 で あつ た。

Ad:VSM 10-3g/ml前 処 置 後Ad2×10-69/mlを 応

用 す る とAd単 独 応 用 時 へ ほぼ 同程 度 の腸 運 動 抑 制 がみ

Fig. 9 Effect of Vistamycin on the capillary perme-

ability in the rabbit.

Fig. 10 Effect of Vistamycin on the isolated rabbit 

intestine.

Fig. 11 Effect of acetylcholine on the isolated rabbit 

intestine pretreated with Vistamycin.
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られ た(図13)。

以 上 の よ うに, VSMはAdの 腸 運 動抑 制作 用 には 影

響 を 与 えな い。

Histamine : Histamineは 単 独応 用 時10-7g/mlで は わ

ず か な 腸 運 動 収 縮 を 起 こ した が, VSM 5 × 10-49/ml前

処 置 後histamine 10-7g/ml応 用 で は腸 運 動 収 縮 は み ら

れ な か つ た(図14)。

以 上 の よ うに,VSMは 低 濃 度 のhistamineに よる腸

運 動 収 縮 に 拮 抗 作 用 を 示 す 。

Ba : VSM 2×10-49/ml前 処 置 後Ba 10-4g/mlを 応 用

す る と腸 運 動 増 大 お よび 緊 張上 昇 を 起 こ した が,Ba単

独 応 用 時 に く らべ,そ の作 用 は わ ず か に 減 弱 し,vSM

10-3g/ml前 処 置 後 同 量 のBaを 応 用 す る と,Baの 腸 運

動 興 奮 作 用 は あ き らか に減 弱 した(図15)。

以 上 の よ うに,VSMはBaの 腸 運 動 興 奮 作 用 に拮 抗

す る。

2) モ ル モ ッ ト摘 出腸 管 に対 す る作 用

a) VSM単 独作 用

VSMを モ ル モ ッ ト摘 出 腸管 に応 用 す る と,10-4～io-2

g/mlい ず れ の 濃 度 で も 収縮 振 幅お よ び筋 緊 張 に変 化 は

み とめ られ な か つ た(図16)。

b) Baの 腸 管 作 用 に及 ぼ すVSMの 影響

VSMlO-39/ml前 処 置 後Ba5×10-5g/mlを 応 用 す

る と,Baの 腸 管 収 縮 作 用 は 対 照 に 比 し,著 明 に減 弱 さ

れ た(図17)。

以 上 の よ うに,VSMは モ ル モ ッ ト摘 出腸 管 に対 して

は 作 用 を 示 さ な い が,ウ サ キ摘 出腸 管 に対 して は抑 制作

Fig. 12 Effect of Vistamycin on the isolated rabbit 

intestine pretreated with acetylcholine.

Fig. 13 Effect of adrenaline on the isolated rabbit 

intestine pretreated with Vistamycin.

Fig. 14 Effect of histamine on the isolated rabbit 

intestine pretreated with Vistamycin.

Fig. 15 Effect of barium on the isolated rabbit 

intestine pretreated with Vistamycin.

Fig. 16 Effect of Vistamycin on the isolated guinea-

pig intestine.
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用 を示 した 。しか しそ の 作 用 は 一 過 性 か つ 軽 度 で あ っ た。

また,VSMは ウサ ギ腸 管 に おけ るACh, histamineお

よびBaの 腸 運 動 興 奮 作 用 を 減 弱 し,モ ル モ ッ ト腸 管 に

お い て もBaの 筋 緊 張 上 昇 作用 に拮 抗 した。 しか し,Ad

の 腸 運 動 抑 制 作 用 には 影 響 を 及 ぼ さ な かつ た。

IV. 考 案 お よび 結 論

新aminoglycoside系 抗 生 物 質Vistamycin (VSM)の

一 般 薬 理 作 用 お よび そ の 最 少 作 用 量(MED)は 表1に 示

す よ うに,循 環 系 に 対 す る作 用 と して は 大 量 で麻 酔 ウサ

ギ の 血 圧 を 下 降(80mg/kg)さ せ,ウ サ ギ摘 出耳 血 管 を

拡 張(lo-19/ml)し,皮 膚 血 管 透 過 性 の 亢 進(10-4g/ml)

も起 こ した 。 摘 出 モル モ ッ ト心 房 お よ び カ エ ル心 臓 に

対 して は そ れ ぞ れ10-39/mlお よび10-49/mlの 濃 度 で

収 縮 力 を減 弱 させ た。 し か し,無 麻 酔 ウサ ギ心 電 図は

VSM 100mg/kgの 静 注 で も変 化 を 起 こ さ なか つ た。

麻 酔 ウサ ギ の 呼 吸 に はVSM 80mg/kgの 静 注 で もま

っ た く変化 は み られ な か つ た 。

摘 出腸 管 に対 して モ ル モ ッ ト腸 管 で は10-29/mlの 応

用 で も腸 運 動 な らび に緊 張 に 著 変 は 起 こ さな か つ た が,

Fig.17 Effect of barium on the isolated guinea-pig 

intestine pretreated with Vistamycin.

Table 1. Some pharmacological properties of Vistamycin

Table 2. Some pharmacological properties of Vistamycin and several aminoglycoside antibiotics
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ウサ ギ腸管では5×10-4g/ml以 上 の濃度で運動抑制 な

らびに緊張低下を起 こ した(表1)。

高濃度 のVSMで み ら れ る 摘 出心臓抑 制作用 は,

atropine前 処置に よ り拮抗 された が,血 圧 下降作用は

atropineに よつて抑制 されなかつた。 また,VSMは

acetylcholine, histamineお よびbariumの 腸運動興奮作

用を減弱 また は消失せ しめた。 しかし,acetylcholineの

血圧下降作用 にはほ とん ど影響 を及 ぼ さず,adrenaline

の腸運動抑制作用 お よび昇圧作用 に もほ とん ど影響 しな

かつた。 したがつ て,心 臓 お よび腸 運動抑制な らびに血

圧下降作用 は自律神経系 とは無関係な非特異的作用 と考

えられ る。

先に,一 般薬理作用を検討 したkanamycinな どVSM

に近縁 の抗生物質 の作用 とVSMの 作用 を比較す ると,

表2に 示す ように,作 用態 度はほ とん ど同一であ るが,

最少作用量(MED)は おのおの異 な り,血 圧下 降お よび

血管拡張作用 はVSMが 最 も弱 く,摘 出心臓 お よび腸 管

に対す る抑制作用は いずれ も同程度 であつ た(表2)。

Acetylcholine, histamineお よびbariumの 摘出腸管興

奮作用 に対す るVSMの 拮抗 の強 さは,histamineの 腸

運動興奮作用 に対す るkanamycinお よびbariumの 腸

運動興奮作用 に対す るaminodeoxykanamycinの 拮抗作

用 と同程度であつた。

各種細菌に対す るVSMの 最少発育阻止濃度(MIC)

は,ブ ドウ球菌に対 して0.2～3mcg/ml,大 腸 菌に対 し

ては12.5mcg/ml,サ ルモネ ラ菌 に対 しては3.1mcg/

mlで あ る1)。VSM 20mg/kg筋 肉 内注射 に より得 られ る

最 高血中濃度は ウサギお よびイ ヌでそれぞれ57.6mcg/

ml(0.5時 間)お よび44.5mcg/ml(0.5時 間)で あ

り,ま た成人に500mg投 与 した場 合は26.0mcg/mlで

あ ると報告 されてい る5)。

VSMの 一般薬理作用を調べ た著者 らの実験 における

最少作用量(MED)とVSM感 受性菌 での最小発 育阻

止濃度(MIC)0.2～12.5mcg(中 間値3mcg/ml)と を

比較す ると,VSMの 摘出臓器 に対す る最 少作用量は最

小発育阻止濃度 の30～30,000倍 であ り,ま たVSMの

血圧下降作用量 と成人におけ る薬用量(500mg≒10mgI

kg)と を比較す ると,血 圧下降は ヒ トにおけ る薬用量の

約8倍 では じめて現われた。 さらに,各 摘 出臓器に対 す

る最少作用量は臨床応 用時 の 最高血 中濃度(26.Omcg/

ml)の4～4,000倍 とな る。 したがつ て,VSMは 臨床

応 用の範 囲内ではみ とむべ き薬理作用 を示 さない もの と

考 え られる。
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PHARMACOLOGICAL STUDIES ON VISTAMYCIN 

HARUE ARATANI, YASUMITSU YAMANAKA, SIZUKO KONO and REIKO ONISHI 

Department of Pharmacology, Hiroshima University School of Medicine 

(Director : Professor Dr. NORIHIDE TAKEYA) 

The pharmacological actions of Vistamycin (O-ƒÀ-D-ribofuranosyl- (1•¨5) -O- [ƒ¿-2, 6-diamino-2, 6-

dideoxy - D - glucopyranosy1 - 1 (1•¨4)] -2-deoxy-streptamine), a new aminoglycoside antibiotic, were 

investigated. 

Vistamycin given intravenously at a dose of 80 mg/kg caused tempararily a fall of blood pressure in 

the urethane anesthetised rabbit without any change in the respiration. The effects of adrenaline and 

acetylcholine on the blood pressure of the rabbit were not modified by the pretreatment with Vistamycin. 

Vistamycin, 100 mg/kg injected intravenously, showed no effect on ECG (lead-II) of the rabbit, whereas 

the spontaneous contractile force of the isolated guinea-pig atrium and frog heart was decreased with 

Vistamycin at concentrations of 10-3 g/ml and 10-4 g/ml respectively. The perfusion experiment with 

Vistamycin using the isolated rabbit ear caused an increase in the perfusion flow at a concentration of 

10-2 g/ml. An increase in capillary permeability was observed with 0.1 ml of Vistamycin injected 

intracutaneously to the rabbit at a concentration of 10-4 g/ml. 

The spontaneous movement of the isolated rabbit intestine was inhibited with Vistamycin at a con-

centration of 5 •~ 10-4 g/ml, while no effect was found on the isolated guinea-pig intestine even at a greater 

concentration as 10-2 g/ml. The action of acetylcholine, histamine or barium on the isolated rabbit 

intestine was inhibited, and that of barium on the isolated guinea-pig intestine was antagonized by 

Vistamycin at the concentrations from 2 •~ 10-4 to 2.10-3 g/ml. 

It is concluded that Vistamycin produces the pharmacological actions similar to those of other 

aminoglycoside antibiotics, and yet the effects of Vistamycin are noticed with much higher dose than 

that of the therapeutic one.


